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索引用語 I Bchcet病,食 道漬瘍

はじめに

Behcet病 (以下 B病 )は,特 徴ある漬瘍を回盲部に

形成することが多いが,食 道病変を合併することまれ

である。今回われわれは,食 道にも潰瘍を合併した腸

型 B病 の 1例 を経験 したので報告する。

症  例

患者 i19歳,男 性.

既往歴,家 族歴 :特記すべきことなし.

主訴 :右下腹部痛,血 便.

現病歴 :生来健康.昭 和59年5月 上旬より右下腹部

痛が持続, 7カ 月間にわたる保存的療法にもかかわら

ず改善せず,諸 検査でも異常が指摘されなかった,昭

和59年12月宮崎医科大学第 1内科で注腸透視を受け回

盲部潰瘍を指摘された。大腸ファイバースコープによ

る生検で悪性所見や特定の炎症所見は得 られなかった

が,抗 酸菌が採取された。国立宮崎東病院で抗結核剤

の投与を 4カ 月間受け,漬 瘍は縮小した。しかし昭和

60年 7月 30日再度右下腹部痛,血 便が出現したため入

院した。

入院時現症 :体格小,結 膜に軽度貧血あ り.顔 面に   し た抗酸菌のナイアシンテス ト陰性.顔 面皮疹の細菌
座清様皮疹多発.心 肺に異常なし.腹 部平坦,右 下腹   検 査陰性.

部に軽い圧痛をみとめた。                検 査所見 :注腸透視で回盲部に巨大な漬瘍形成があ
血液生化学検査 !末浦血正常.黄 痘なし,肝 ・腎機   り ,周 堤は不整形のもり上がりをみせる(図1)。上部

能正常.血 沈17mm/h,CRP l+,LE test(一 ),抗   消 化管透視で,胸部食道にも漬瘍をみとめ(図2a,b),

核抗体 (一),抗 DNA抗 体 (―),thyrOid test(―),   内 視鏡検査で漬瘍とその対側に炎症性病変をみとめる
microsome test(一 ),CEA 0 5ng/nl<(2.5ng/  (図 3a,b)。生検で単純性潰瘍と診断された(図4).
ml<),IgG l,620mg/dl(770～1,550mg/dl),IgA 322  昭 和60年8月20日手術.
mg/dl(76～376mg/dl),IgM l18mg/dl(47～217mg/   手 術所見 :回盲部に大きな腫瘤がありその口側約50
dl),便潜血 (一),便 結核菌培養 (―).内 視鏡時採取   cmに わたる回腸にも,腸 間膜と反対側に乗膜のひき
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つれが多発性にみとめられた。回盲部切除施行.

切除標本所見 1回盲部に,打 ち抜いたような円形の

深い潰瘍,回腸に 3カ所の漬瘍疲痕をみとめた(図5).

図 1 注 腸透視 :回盲部に漬瘍形成をみとめる.
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図 2a 食 道透視 :中部食道ニッシェをみとめる。

図3a 食道内視鏡所見 :浅い漬瘍形成と顆粒状の変

化をみとめる.
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図 3b シ ェーマ.ホ びらん面

図4 食 道生検組織像 :慢性炎症細胞浸潤と新生肉芽

をみとめる。

図5 摘 出標本 :回盲部の深い円形漬瘍の他,回 揚に

多発性の漬瘍疲痕をみとめる.

組織学的には,強 い リンパ球浸潤をともなった Ul‐IV

の潰場で肉芽腫は認められなかった(図6).潰 瘍近傍

に閉塞性静脈炎の所見が認められ,動 脈には内膜の肥

厚があ り,内 弾性板には巨細胞の浸潤がみとめられた

(図7).
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や結核性漬瘍 とは形態を異にし,組 織学的ならびに細

菌学的検査からも否定された。われわれは,本 症例の

病状最盛期に,B病 の主たる症状の一つである皮膚病

変の出現があったことを重視し,厚 生省特定疾患の診

断基準にもとずいて,B病 の 「可能性のあるタイプ」

と考えた。B病 の回盲部漬瘍は比較的よくみられる。

しかし,食 道潰瘍を合併 した同疾患の報告は少なく27

711にすぎないい2り
,さ らに食道 と回盲部に潰瘍を同時

に合併 した症例は 9例 のみであった。B病 に合併する

食道病変は,矢 島らによって食道炎型,漬 瘍形成型,

混合型に分類されている20.本例は混合型であった。食

道漬瘍に血管炎の所見や肉芽腫をみとめることはまれ

で1い,本 例でも好中球 とリンパ球の浸潤を伴った非特

異性の漬瘍の所見を呈するにすぎなかった。治療はス

テロイ ド剤,制 酸剤あるいは手術でなされるが自然緩

解の報告もある21ンめ.報 告が少ないためにいまだ統一

された治療方針はないようである。本症例の食道漬瘍

は,回盲部切除約 2週 間後に自然に治癒 したことより,

回盲部の漬瘍 とは性質を異にした随伴性の病変である

可能性も考えられる。

おわりに

食道にも漬瘍を合併 した腸型 Behcet病 の 1例 に,

若子の文献的考察を加えて報告 した。

本論文の要旨は第41回日本大腸肛門病学会総会で報告し

た.
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